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伊丹市環境基本計画（第３次）の改定内容について（案） 

 

１．国の方針及び社会情勢の変化に伴う文言及び目標値の修正（新旧対照表）                    

改 定 前  改 定 後  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（環境基本計画Ｐ７） 

第２章  環境の現況と課題  

１．社会情勢の変化  

（ 2）  パリ協定を踏まえた気候変動対策の推進  

2 0 1 5  年 1 2  月、フランスのパリにおいて、京都議定書に続く 2 0 20 

年以降の気候変動問題に関する新たな枠組みとなる「パリ協定」が採

択されました。パリ協定では、世界の平均気温の上昇を産業革命以前

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（環境基本計画Ｐ７） 

第２章  環境の現況と課題  

１．社会情勢の変化  

（ 2）  パリ協定を踏まえた気候変動対策の推進  

 2 0 1 5  年 1 2  月、フランスのパリにおいて、京都議定書に続く 20 2 0  

年以降の気候変動問題に関する新たな枠組みとなる「パリ協定」が採

択されました。パリ協定では、世界の平均気温の上昇を産業革命以前
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と比べて 2℃より低く保ち、 1 . 5℃に抑える努力を追求すること等が世

界共通の長期目標として掲げられました。  

日本でも「パリ協定」を踏まえ、 2 0 1 6  年５月に「地球温暖化対策

計画」を策定しました。同計画では、 2 0 30  年度までに温室効果ガス

排出量を 2 6％削減（ 2 0 1 3  年度比）する中期目標に向けた対策等が示

されています。  

また、すでに生じつつある気候変動による被害（記録的豪雨による

浸水被害、猛暑による熱中症等の健康被害等）を最小限に食い止める

ため、 2 0 1 8  年 1 2  月に「気候変動適応法」を施行し、気候変動の影響

による被害を防止・軽減する適応策の推進が法的に位置づけられまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と比べて 2℃より低く保ち、 1 . 5℃に抑える努力を追求すること等が

世界共通の長期目標として掲げられました。  

 日本でも「パリ協定」を踏まえ、 2 0 1 6  年５月に「地球温暖化対策

計画」を策定しました。同計画では、 2 0 3 0  年度までに温室効果ガス

排出量を 2 6％削減（ 20 1 3  年度比）する中期目標に向けた対策等が示

されていました。 

 その後、 2 0 2 1  年 4  月にアメリカ合衆国で開かれた気候変動サミッ

トにおいて、政府は新たな目標を表明し、我が国の地球温暖化対策計

画では、 2 0 3 0年度において、温室効果ガスを 2 0 1 3年度から 4 6％削減

することを目指し、さらに 5 0％の高みに向け、挑戦を続けていくと

しています。また、「改正地球温暖化対策推進法」では、 2 0 5 0年の

カーボンニュートラルを基本理念として位置づけられました。 

 一方で、すでに生じつつある気候変動による被害（記録的豪雨によ

る浸水被害、猛暑による熱中症等の健康被害等）を最小限に食い止め

るため、 2 0 1 8  年 1 2  月に「気候変動適応法」を施行し、気候変動の

影響による被害を防止・軽減する適応策の推進が法的に位置づけられ

ています。 
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（環境基本計画Ｐ８～９）  

２．本市の現状と課題  

（１）気候変動  

国では、温室効果ガス排出量を 2 0 3 0  年度までに 2 0 1 3  年度比で 2 6％

削減することを目標としています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（環境基本計画Ｐ８～９）  

２．本市の現状と課題  

（１）気候変動  

国では、温室効果ガス排出量を 2 0 3 0  年度までに 2 0 1 3  年度比で 4 6％

削減することを目標としています。  
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（環境基本計画Ｐ１８）  

（６）課題と方向性のまとめ  

【２】パリ協定を踏まえた気候変動対策の推進  

世界の平均気温の上昇を産業革命以前と比べて 2℃より低く保ち、

1 . 5℃に抑える努力を追求。  

国は、 2 0 3 0  年度までに温室効果ガス排出量 2 6％削減（ 2 0 1 3  年度

比）の中期目標を掲げると共に、気候変動による被害を最小限に食い

止める「適応策」について、法的に位置づけ。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（環境基本計画Ｐ１８）  

（６）課題と方向性のまとめ  

【２】パリ協定を踏まえた気候変動対策の推進  

世界の平均気温の上昇を産業革命以前と比べて 2℃より低く保ち、

1 . 5℃に抑える努力を追求。  

国は、 2 0 3 0  年度までに温室効果ガス排出量 4 6％削減（ 2 0 1 3  年度

比）の中期目標と 2 0 50年のカーボンニュートラルを掲げた。  

2 0 5 0年のカーボンニュートラルと気候変動による被害を最小限に食

い止める「適応策」について、それぞれ法的に位置づけ。  
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（環境基本計画Ｐ２２）  

３．環境の目標と施策  

２．基本目標  

脱炭素化の実現につながる取組を進めると共に、気候変動によって

もたらされる異常気象等に備え、適応したまちづくりを進めます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（環境基本計画Ｐ２４）  

４．施策体系  

気候変動に対応するまち  

①本市の事務事業に伴う温室効果ガス排出量  

現状（ 2 0 1 9年度）    目標（ 2 0 2 8年度）  

2 4 , 6 1 9  t - C O 2       2 2 , 5 0 5  t - C O 2 

 

 

 

 

 

（環境基本計画Ｐ２２）  

３．環境の目標と施策  

２．基本目標  

 2 0 5 0年カーボンニュートラルの実現に向けた取組を進めると共

に、気候変動によってもたらされる異常気象等に備え、適応したまち

づくりを進めます。  

 

 

 

 

 

 

 

（環境基本計画Ｐ２４）  

４．施策体系  

気候変動に対応するまち  

①本市の事務事業に伴う温室効果ガス排出量  

現状（ 2 0 1 9年度）     目標（ 2 0 2 8年度）  

2 5 , 0 5 9  t - C O 2※      1 8 , 1 8 0  t - C O 2  

  (※ 2 0 2 0年度実績値 )  
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（環境基本計画Ｐ２５）  

①気候変動の緩和策  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（環境基本計画Ｐ２７）  

コラム  伊丹市 C O O L  C H O I C E宣言 

「 C O O L  C H O I C E（クール  チョイス）」とは、 2 0 3 0年度に温室効果ガ

スの排出量を 2 0 1 3年度比で 2 6％削減するという国の目標達成のため、

脱炭素社会づくりに貢献する製品への買換え・サービスの利用・ライ

フスタイルの選択等、地球温暖化対策に資する「賢い選択」をしてい

こうという取組のことです。  

 

 

 

 

（環境基本計画Ｐ２５）  

①気候変動の緩和策（重点プロジェクト）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（環境基本計画Ｐ２７）  

コラム  伊丹市 C O O L  C H O I C E宣言 

「 C O O L  C H O I C E（クール  チョイス）」とは、 2 0 3 0年度に温室効果

ガスの排出量を 2 0 1 3年度比で 4 6％削減するという国の目標達成のた

め、脱炭素社会づくりに貢献する製品への買換え・サービスの利用・

ライフスタイルの選択等、地球温暖化対策に資する「賢い選択」をし

ていこうという取組のことです。  
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２． 2 0 2 0年度の実績値の追記及びそれに付随する図と説明文の修正  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．環境審議会での検討経過の追加による修正  

 

 

２．本市の現状と課題  
（１）気候変動……… 2 0 2 0年度実績値の追記、図の修正、説明文の修正  
（２）循環型社会……… 2 0 2 0年度実績値の追記、図の修正、説明文の修正  
（３）自然共生・生物多様性……… 2 0 2 0年度実績値の追記、図の修正、説明文の修正  
（４）都市環境……… 2 0 2 0年度実績値の追記  
（５）パートナーシップ……… 2 0 2 0年度実績値の追記  
 
３．環境の目標と施策  
基本目標１………コラムの内容の修正（新庁舎部分）  
基本目標３………コラムの内容の修正（新庁舎部分）  
 
資料編 
２．気候………図の修正、説明文の修正  
３．土地利用………図の修正、説明文の修正  
４．人口………図の修正、説明文の修正  
７．温室効果ガス………図の修正、説明文の修正  
８．廃棄物等……… 20 2 0年度実績値の追記、図の修正  
９．自然環境……… 20 2 0年度実績値の追記  
１０．生活環境……… 2 0 2 0年度実績値の追記、説明文の修正  
１１．都市環境………図の修正  

資料編 
２．環境審議会等………委員名簿の修正  
３．環境基本計画（第３次）策定の検討経過………環境審議会開催の追記  


